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の開発を行ない，それをポリオキシメチレン (-CH20ー)p [POM] に適用した。又 POM の低分子モデ












ヤング率を取扱う方法を研究した。乙の方法を POM!乙適用し， POM 鎖のヤング率を計算した。そ
して分子鎖方向のヤング率は，高分子鎖の立体構造によって敏感に変化することが明らかになった。
(第 3 章)
三方晶系 POM およびその重水素化物 POM-d2 のレーザーラマンスペクト Jレを測定し，いくつか
の新しいラマン線を観測したo' POM 鎖の基準振動を計算し，最小自乗法によって分子内ポテンシャ
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斜方晶系 POM 鎖の某準振動を取扱い， 三方晶系および斜方品系 POM の分子鎖振動そ比較検討
した。又原子間ポテンシャ Jレを取入れ，斜方晶系 POM の結晶振動を取扱った。(第 6 章)
ポリオキシメチレンジメチノレエーテノレ CH30 (-CH20-)nCH3 (n=1--5) [POM-DMn ] の振動スペ
クトノレを測定し，その分子構造を研究した。 POM-DM の赤外およびラマンスペクトノレの実測値を，























jレ分-子として，ポリオキシメチレンジメチノレエーテノレ CH30 (-CH20-) p CH3 [p= 1 --5] の赤外吸収を
実測するとともに，ヘリックス分子鎖の重合度 (p) および末端グループの影響をとりいれた理論を導
いた。それにより，ポリオキシメチレンジメチノレエーテノレの振動スペクトノレを解析し，ゴーシュ配置
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の連なる立体構造になっていることを明らかにした(第七章)。 関連する問題として，ジメチルエー
テノレの分子内ポテンシャノレをも明らかにしている(第八章)。
以上を要するに，この研究は，ヘリックス分子鎖の立体構造，振動スペクト Jレと弾性定数の一般理
論を改良するとともに，ポリオキシメチレンへの応用として，赤外吸収とラマン散乱および熱中性子
散乱スペクトノレと弾性定数を総合して解析したものであって，乙の研究のもたらした成果は，理学博
士の学位論文として，十分に価値があると認める。
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